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本郷

ふじやま公園

運営委員会

曽が鬱攣る中でお肩皇の会
去年につづいて2回目となったお月見の会が、 9月25日（土）午後3時から開かれました。

古民家の入り口にはお団子券とお茶席券を売る受付が設けられて約 200名のお客さまをお迎え

しました。． 

古民家の中の内蔵では、昔使っていた矩撻、洗濯板などの生活道具が展示されていて、あるお

・ さまは懐かしそうに「ああ、これは矩撻だね。この上に布団を被せて使ったよ」などとおっし

ゃっていました。

座敷には公園と古民家をテーマにした写真

が展示されたほか、投句の受付もされて力作が

玄関脇の掲示板に張り出されました。

天候の都合で野点を古民家の中に移した茶

会を皮切りに、たくさんのイベントが催されま
した。

夜 7時頃になると一時ばらついた雨も上がっ

て、きれいな月が顔を覗かせました。

①
 

古民家の縁側には大きな花瓶に生けられ

たススキなどの秋の花とならんで三方に盛ら

れたお団子、里芋のほか、柿栗などの果物など

のお供えが並べられて月の出を待ちました。

月見行事のルーツはよくわかっていないよ

うです。最近の研究によると、中国各地では月

見の日にサトイモを食べることから、もとはサ

トイモの収穫祭であったともいわれています。

その後、中国で宮廷行事としても行われるよう

になり、それが日本に入ったのは奈良～平安時

代頃のようです。
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【催されたイベント】（敬称略）

写真展示

投句

茶会

お団子販売

コーラス

詩吟と剣舞

大正琴

第曲・尺八

日本舞踊

公園・古民家をテーマにした部会員の作品

俳句や川柳なんでも

裏千家志村宗道

ふじやま欅会

栄吟剣詩舞会

琴伝流

山田流小島社中他

東流 光菊社中他

「お茶会」

「等曲・尺八」
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「詩吟と剣舞」

「日本舞踊」
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投句
来園されたお客さまからたくさんの俳句、和歌そしてもしかしたら応援歌？の投句が

ありました。

とても楽しい句ばかりですが、かぎりある紙面の都合でここでは20句をご紹介します。
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紫の実が美lいコムラサキ（元恩

． 
秋になると、花がだんだん小さくなると同時

に、さまざまな実が目立ちはじめます。コムラ

サキも、そのような実の一つで、夏の終わりか

ら晩秋まで、私たちの目を楽しませてくれます。

6~7月頃に直径4mmくらいの小さな薄紫の

花をつけますが、花はあまり目立ちません。樹

高1~1. 5mの落葉低木です。

似たような木にムラサキシキブがありますが、

実がまばらにつき、コムラサキほど密にはつき

ません。樹高もムラサキシキブの方がやや高く

2~3mになります。どちらもクマツヅラ科の

植物で、山野に自生してますが、庭木としても

栽培されてます。本郷ふじやま公園では、生垣

の一部として利用されています。

その5)
里山部会 宗森英夫
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催し物
教室名 日時 内容 定員 材料費

茶道体験 11月20日 （土） 初心者対象茶道体験 12名 500円

（第 9回） 13時～16時 先着順

七宝焼 12月9日（木） 銀箔を使ったペンダント 12名 650円

13時～16時

炭焼き体験 ① 12月11日（土） ① 竹の切り出しと 10名 無料

（全3回） 9時30分～15時 窯詰め ※ 
② 12月12日（日） ② 竹炭焼き

8時～16時30分

③ 12月18日（土） ③窯出し

9時30分～12時

(1)定員 ：応募者多数時抽選

※炭焼き体験教室は全回参加できる方に限ります。

(2)応募要領 ：往復ハガキに、教室名、氏名（ふりがな）、〒、住所、電話番号を書いて

本郷ふじやま公園へ 茶道体験 10月末日

お知らせ 七宝焼き、炭焼き体験 11月25日 必着
． 
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！・休館日 ： 11月4日（木）

i・クリーンアップ作業日・時 ： 11月2日（火）、11月9日（火）10時～11時
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古民家ゾーンご利用案内

◎開館時間 ：9:00,-....,17:00 

◎休館日：毎月第 1水曜日（祝日の場合はその翌日）

◎入館料：無料

◆ 本郷ふじやま公園運営委員会

〒247-0009栄区鍛冶ヶ谷 1-

20 
Tel:896-0590 Fax:896-0593 

◆ 緑政局中部公園緑地事務所

Tel:711-7802 Fax:712--6260 

三
多刃

小

交遍案内

◎JR楓岸纏「本獨台厭」下車、徒歩約30分または、下記のパス停利用

● r鑽冶ヶ谷町」下車徒歩約10分大船駅より上大閾．県庁、横浜駅行
●「元大鑽J下車徒歩約9分港甫台厭より
●「中野町」下車養歩約7分大船駅、港甫台駅、金沢八景厭より

※車でぉいでの際は．弓道場の駐車湯をご利用下さい。
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